
別紙様式（Ⅶ）【届出データベース入力画面】 

機能性表示食品 届出食品情報 様式Ⅶ 

 

■食品関連事業者に関する基本情報 

届出者の法人名 株式会社リフレ 
届出者の代表者

氏名 
安野 明子 

届出者の住所 埼玉県上尾市仲町 1-7-28 

・製造者の氏名（製造所又は加工所の名称）及び所在地 ※複数ある場合、全てを記載 

※ 

名称：アピ株式会社 池田工場 [製造所固有記号 BD] 

所在地：岐阜県揖斐郡池田町小牛 743-1 

 

名称：アピ株式会社 ネクストステージ工場 [製造所固有記号 BE] 

所在地：岐阜県揖斐郡揖斐川町市場 1547番 3 

消費者対応部局

（お客様相談室

等）の連絡先（電

話番号等） ※ 

TEL.0120-22-9299 

情報開示するウ

ェブサイトのＵ

ＲＬ ※ 

hc-refre.jp/ 

・届出事項及び開示情報についての問合せ担当部局 

部局 商品企画部 電話 048-774-4011 

■届出食品に関する基本情報 

商品名 歩みエール 名称 ※ HMBカルシウム含有加工食品 

食品の区分 加工食品（サプリメント形状） 

・錠剤、粉末剤、液剤であって、その他加工食品として扱う場合はその理由 

  

・当該製品が想定する主な対象者（疾病に罹患している者、未成年者、妊産婦（妊娠を計画している

者を含む。）及び授乳婦を除く。） 

※ 

スポーツ選手やトレーニングさ

れた者を除いた健康な中高年

（自立した日常生活を送る上で

必要な筋力が気になる方） 

・健康増進法施行規則第 11条第２項で定める栄養素の過剰な摂取につながらないとする理由 

※ 

本品の一日摂取目安量に含まれる脂質は 0.09g、炭水化物は 1.21g、ナトリウムは

0.269mg（食塩相当量 0.0007g）である。 

健康増進法施行規則第１１条第２項で定められる「脂質、不飽和脂肪酸、コレステロ

ール」は、脂質 0.09gであることから過剰な摂取にはつながらないと考えられる。 

「糖類」は日本人の食事摂取基準（2015 年度版）に設定されていないが、WHO の推奨

（一日のエネルギー摂取量の 10％未満）を基にエネルギー摂取基準より算出すると、

成人男女における糖類の摂取推奨値は 44～66g 未満となる。本商品に含まれる炭水化

物のすべてが糖類であると仮定しても 1.21g であり、算出された推奨値に対して十分

に低い値であることから、過剰な摂取につながらないと考えられる。 

「ナトリウム」は 0.269mg（食塩相当量 0.0007g）とごく微量であり、過剰な摂取には

つながらないと考えられる。 

https://www.fld.caa.go.jp/caaks/cssc08/hc-refre.jp/
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販売開始予定日

※ 

  

 

※作用機序についてファイルを添付すること 

 

・別紙様式(Ⅶ)－１作用機序に関する説明資料 （公開） 

※  

・公開する添付ファイルにマスキングをしたときはマスキングなしのファイルも添付すること（非公

開） 

  

・その他添付ファイル（非公開） 

  

［※ は入力必須項目］ 

 



別紙様式（Ⅳ） 

商品名：歩みエール 

健康被害の情報収集体制 

健康被害の情報の対応

窓口部署名等 
リフレ オーダーレセプション 

  電話番号 0120-22-9299 

  ファックス番号 0120-37-9299 

  電子メール order@hc-refre.jp 

  その他 特になし 

連絡対応日時 

（曜日、時間等） 
月～土 9：00～21：00/日・祝 9：00～17：30 

その他必要な事項 

特になし 

（組織図及び連絡フローチャートを添付すること） 



株式会社リフレ 歩みエール 248粒（31日分） 幅 120mm × 天地 180mm



株式会社リフレ 歩みエール 120粒（15日分） 幅 100mm × 天地 160mm



別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 
商品名 歩みエール 
機能性関与成分名 HMBカルシウム（カルシウム ビス－３－ヒドロキシ－

３－メチルブチレートモノハイドレート） 
表示しようとする

機能性 
本品に含まれる HMBカルシウム（カルシウム ビス－３
－ヒドロキシ－３－メチルブチレートモノハイドレー

ト）は、筋肉をつくり守る力をサポートすることで、衰

えがちな筋肉の維持に働きかけ、運動との併用で、立つ・

歩くなど、自立した日常生活に必要な筋力の維持・低下

抑制に役立つ機能が報告されています。 
 
２．作用機序 
当該機能性関与成分を構成する３－ヒドロキシ－３－メチルブチレートは、

ロイシンの代謝産物であり、食事により摂取したロイシンの約 5％が体内におい
て３－ヒドロキシ－３－メチルブチレートに変換される

1）
。 

一方、３－ヒドロキシ－３－メチルブチレートは、当該機能性関与成分であ

る HMBカルシウム（カルシウム ビス－３－ヒドロキシ－３－メチルブチレー
トモノハイドレート）【以下、「HMBカルシウム」と記載する】あるいはその遊
離酸の経口摂取により体内に取り込むことが可能である。これらの摂取に伴い

血中の３－ヒドロキシ－３－メチルブチレート濃度は上昇し、摂取後 30～120
分で最大となり、その後は減少する。摂取～24 時間における血中クリアランス
速度、血中濃度－時間曲線下面積（AUC）、血中での半減期、及び尿中への排
出率は、摂取した形態（HMBカルシウムあるいはその遊離酸）によらず同等で
あり、有意な差はない

2）
。 

HMBカルシウムやその遊離酸の関与により、哺乳類ラパマイシン標的たんぱ
く質（以下、m-TOR）やその下流の70kDaリボソームたんぱく質S6キナーゼ
（p70S6K）、真核生物翻訳開始因子-4結合たんぱく質-1（4E-BP1）のリン酸
化が増加することから、これらを構成する３－ヒドロキシ－３－メチルブチレ

ートは細胞増殖の中心的な役割を担うm-TORを直接活発化させることで筋肉た
んぱく質の合成を促進させると考えられる

3, 4, 5, 6）
。また、m-TORの上流の成長

ホルモン（GH）ならびにインスリン様成長因子1（IGF-1）が増加することから
GH/IGF-1の活性を変化させることを通じてm-TORや筋肉たんぱく質の合成を
活発化していると考えられる

7, 8, 9）
。65歳以上の男女を対象としたレジスタンス

トレーニングを併用しないランダム化比較試験（以下、RCT）においてもHMB
カルシウム介入群のみ筋肉量が有意に増加しており、ヒトにおいても筋肉たん
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ぱく質の合成を活発化して筋肉をつくる力をサポートする作用が支持されてい

る
10）
。 

一方、HMBカルシウムの関与により、筋肉たんぱく質の分解系であるユビキ

チン－プロテアソームの発現と活性が低減すること、ならびに筋核のアポトー

シスを通じて筋肉たんぱく質の分解を誘導するカスパーゼの活性が阻害される

ことが示されており、３－ヒドロキシ－３－メチルブチレートは筋肉たんぱく

質の分解を抑制させると考えられる
3, 11, 12, 13, 14, 15）

。60～76歳の男女を対象と
した運動が殆どない環境下のRCTにおいても対照群の除脂肪体重が有意に低下

したのに対して、HMBカルシウム介入群の除脂肪体重に有意な変化はなく、ヒ

トにおいても筋肉たんぱく質の分解を抑制して筋肉を守る力をサポートする作

用が支持されている
16）
。 

従って、当該機能性関与成分であるHMBカルシウムの摂取により体内に３－
ヒドロキシ－３－メチルブチレートを取り込むことは、m-TOR経路を活性化さ

せることを通じて筋肉たんぱく質の合成促進を誘導して筋肉をつくる力をサポ

ートする一方で、ユビキチン－プロテアソーム経路とカスパーゼ活性を抑制す

ることで、筋肉たんぱく質の分解抑制を誘導して筋肉を守る力をサポートして

いると考えられる。これら筋肉たんぱく質の合成促進と分解抑制（筋肉をつく

り守る力をサポートする作用）により筋肉が維持・低下抑制され、筋力が維持・

低下抑制されると考えられる。 
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